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本論文は、全州や光州を中心とする全羅道方言、ソウル方言、中国の朝鮮族が話す朝鮮

語のアクセント分析から、その実態を明らかにし、これらの諸方言に見られるアクセント

変化を追求するものである。 

 

全州方言は 2 音節語を中心に見ると三つのパターンがあり、3 音節語以上からは二つのパ

ターンが対立を成すアクセント体系である。しかし、ここには世代差があり、年配の世代

と若い世代とでアクセント体系が異なる。年配の世代に比べて若年層は対立の数が少なく、

2 音節語から 4 音節語まで二つの対立しかない。さらに、5 音節語からはその二つの対立も

完全に語頭子音によって決まるようになり、結局対立はなくなってしまう。ゆれがあった

り、アクセントの対立がなくなってしまったりして不安定ではあるが、名詞にはまだアク

セントの対立が認められるが、用言はすでにアクセントの対立がなくなっているものと考

えられ、語の音調は完全に語頭子音によって決まる。 

 複合語は、第 1 音節と第 2 音節によって語の音調が決まるという全州方言のアクセント

特徴上、前部要素によってアクセントが決定されるシステムになっている。後部要素がそ

のまま残って語全体のアクセントになることはない。また、複合語を構成する要素の音節

数に制約があり、それによって 1 単位にまとまるか 2 単位になるかが決まる。前部要素が

後部要素より長く、複合語全体が 6 音節未満であれば、構成される複合語はアクセント上 1

単位にまとまる。 

 このような全州方言の実態を見えにくくするのが現在進行中であると想定できるアクセ

ント変化で、以下のような傾向が見られる（以下では高い音節を●、低い音節を○で表す）。 

 

・分節音によってアクセントが決まるようになる 

 ・音節数がアクセントに影響する 

 ・1 音節語はアクセントの対立を失う 

 ・言い切り形と接続形の区別ができるようになる 

 ・語頭に特殊子音がある場合は●●○、それ以外は○●○のパターンに向けて変化する 

  

光州方言は全州方言よりアクセントの対立を保っている方言で、音節数ごとに 初の音

節だけが高い●○、 初から次の音節まで高い●●、第 2 音節が高い○●の三つのパター

ンが現れる。光州方言では語頭の長母音がアクセントとセットになっており、その有無は



アクセントパターンまで変えてしまう。長母音がある語は●:○、●:○○、●:○○○のよう

に現れるが、語が長くなると長母音は実現しにくくなり、短母音化が起こる。その場合は

アクセントも●●○、●●○○のように変化する。このような光州方言に見られる長母音

は、他の方言に比べてその範囲が広く、中期朝鮮語、慶尚道方言、ソウル方言では短母音

で現れるものまでも長母音で現れる例が多く見つかっている。この長母音の拡大現象もア

クセント変化と関わりがある。 

 光州方言の用言は語尾の種類と音節数によってもアクセント交替が起こる。 

 複合語は全州方言と同様に前部要素によってアクセントが決まるシステムになっており、

後部要素のアクセントが複合語全体のアクセントにそのまま残ることはない。 

 光州方言のアクセント変化は全州方言と似た傾向を示す。語頭に長母音がある語と特殊

子音がある語は●●系列へ向かって変化するが、特に長母音を持っている語は短母音化と

共に●●系列へと変化した後、語頭子音によってもう一段階変化をする。つまり、語頭に

平音がある語は●●系列から○●系列へともう一段階の変化が見られ、結局長母音を持つ

語は●○＞●●＞○●のような 2 段階の変化を想定しないといけない。 

  

ソウル方言は本稿で考察している方言の中でもっともアクセントの簡略化が進んだ方言

で、語の音調は分節音の性質によって決まる。語頭に特殊子音があると第 1 音節から高く

現れるが、語頭子音が平音の場合は第 2 音節から高くなる。一見すると規則性がないよう

に見えるが、 初に高くなる位置が守られれば、それ以外の部分は高くても低くても大き

い問題にはならない。 

 

中国黒龍江省尚志市で話される朝鮮語はこれまで見た三つの方言とは異なり、はっきり

したアクセントの対立を持っている。慶尚道からの移住者が多いことから基になっている

言語は慶尚道方言であると予想されるが、現在の慶尚道方言に比べると、慶尚道方言のア

クセント特徴を残しつつも多くの部分で変化している。1 音節語はアクセントの対立を失っ

て、すべての語が●(●)で現れる。ただし、2 音節以上の助詞が付くと●●系列と○●系列

に別れ、対立を持つようになる。2 音節語には 3 種類の○●があるが、○●(○)の形で現れ

るものが圧倒的に多く、○○(●)、○●(●)の順になる。特に、○●(●)は不安定で○●(○)

又は○○(●)の二つの形が容認されることが多い。この現象は 3 音節語・4 音節語でも同じ

である。 

この方言に観察されるアクセント変化でまず挙げられるのは、●○系列から●●の系列

への合流である。2 音節語の単独形には●○系列があるが、3 音節以上になると単独形では

現れない。●○系列の 2 音節語に助詞をつけた場合にのみ●○○や●○○○が現れる。こ

れは移住 2 世代目には見られない現象で、移住 3 世代目のアクセント体系は 2 世代目のア

クセント体系より対立の数が少なくなっている。また、この方言でもアクセントの分節音

への依存度は高くなっているが、語頭に特殊子音があるものは●●の系列になりつつある。 



 

これら四つの方言から考えられる韓国語のアクセント変化の一般的な傾向を整理すると

以下のようになる。 

 

① アクセント変化は体系の簡略化を目指す。 

② アクセントの弁別性の消失が進行するにつれ、分節音への依存度が高くなる。 

③ 1 音節語はアクセントの対立が失われやすい。 

④ 音節数がアクセントに影響を与える。 

⑤ ●○系列は●●系列へ合流する。 

⑥ ○●○のパターンは非常に安定しており、好まれるパターンである。 

⑦ 後に高い音を持つことで語の境界を表示しようとする。 

⑧ 単独形では現れない古いアクセントが複合語になると現れることがある。 

⑨ 用言の方が名詞よりアクセント変化が進んでいる。 

 


